と 能力 を もっている 人が どれ だけ あるか は 極めて 疑わ 

しいと 思われる。 

学位 を 受ける 人の 年) J と の 数が 大き いという こと だ 

けで は 少しも 濫造の 証拠に はならない。 何となら ば、 

学術 を 真剣 に 研究す る 研究者 の 数が 増加 すれば、 そ の 

うちで 相当 立派な 成績 を あげて 学位 授与に 十分な 資格 

を 具備す る 人の 数 も 増加す るの は 数理 的に 当然の こと 

だからで ある。 多数の 研究者の うちで、 何 かしら 一 つ 

の 仕事に 成功して 学位 を 得る 人の 数が 研究者 全体の 数 

に対する 統計的 比率 を 不変と 仮定しても、 研究者の 総 

数が N 倍に なれば 博士の 数 も N 倍になる。 のみならず、 



はない かとい うこと になる。 正に その 通りで ある。 そ 

れ だのに 実際 上 は 事柄が その 通リ 簡単に ゆかな いのは 

何故かと いうと、 それ は 論文の 「価値」 という ものの 

批判が 非常に 複雑 困難な ものであって、 その 批判の 標 

準に 千差万別が ぁリ、 従って 十人十色の 批評 者に よつ 

て 十人十色の 標準が 使用され るから、 そこに 批判の 普 

遍 性に 穴が あり、 そこへ 依怙の 私と 差別の 争いが 入り 

込む のであろう。 

ある 学者 甲が 見る と 相当な 価値が あり 興味が あると 

思われる 一 つの 論文が、 他の 学者 乙の 眼から 見る と 

さっぱり 価 B のない 下らない ものに 見える ことがあり、 



な ものと は 限らず、 ノ ー ベル 賞に 値い する ほどの 大発 

見で もない のであろう。 しかし 人間 は 妙な ものである _ 

しゅうとめ 

姑 に いびられた 嫁が 後日 自分で 姑の 地位に 立った 

場合に は 綺麗に 昔の 行 届かなかった 自分 を 忘れて しま 

うように、 自分が 審査員になる 頃に はたち まち 全能の 

神の ような 心 持になる、 という こと も 全然 この 世に な 

いと は 限らない。 これ は 各自の 反省すべき 点であろう _ 

可笑しい ことに は ある 第三者から 見る と 被 審査 者の 方 

が 審査員よりも ずっと 優れた 頭脳の 持主であって、 そ 

うして 提出され た 論文が 審査員 諸氏 の 昔の 学位論文よ 

り もず つ と 立派 だと 思われる 場合に おい てす らも、 審 



の 重責に 在る 者 は、 あまりに 消極的な 考えから、 ひた 

すらに 欠点の 見落し を惧れ るよりも、 更に 一 層 長所と 

美点に 対する 眼識の 不足 を 恥ず べきで はない かと 思わ 

れ るので ある。 

学位 売買 事件 や 学位 濫授 問題が 新聞 雑誌 の 商売 の 種 

も ま- P 

にされ て 持て 囉 される ことの 結果が 色々 あるう ちで、 

一 番 日本の ために 憂慮すべき 弊害と 思われる こと は、 

この 声の 脅威に よって 「学位 授与 恐怖 病」 の 発生 を 見 

るに 到リ はしない かとい う 心配の 種が 芽 を 出す ことで 

ある。 細心に して 潔癖なる 審査員 達 は 「濫 授」 「濫造」 

の 声に 対して 敏感なら ざる を 得ない ので ある。 授与 過 



なって 来る ので あったら、 これ は 少し 考え もので はな 

ヽ/ T O 
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博士が えらい もので あつたの は 何十 年 前の 話で ある。 

弊衣破帽の 学生さん が、 学士の 免状 を 貰った 日に 馬車 

が 迎えに 来た 時代の 灰色の 昔の 夢物語に 過ぎな い 。 そ 

とぎばなし 

のお 伽噺 のよう な 時代が 今日まで つづ いている とい 

う 錯覚が すべ ての 間違いの 舞台の 旋転す る 軸と な つ て 

いる。 社会の 先覚者 を もって 任じて いる はずの 新聞 雑 

誌の 編輯 者 達が どうして 今日 唯今で もま だ 学位 濫授 

を 問題 に し 、 売買 事件な ど を 重大問題 であるかの ごと 

く 取扱う かが ちょっと 不思議に 思われる ので ある。 学 



学位の ねうち は 下がる ほど 国家の 慶事で ある。 紙屑の 

たま 

ような 論文で も 沢山に 出る うちに は 偶に はいい もの も 

出る であろうと 思われる。 

金 を 貰って 学位 を 売る の はよ くないで あろうが、 こ 

れ より 幾 層 倍 悪い 事が ある まじき 処に 行われて いる 世 

の 中で ある。 しかし、 悪い こと を 咎める のが 大切で あ 

ると 同時に 善い こと を 勧める の もな おさら 肝要で ある _ 

議会で も 暴露の 泥仕合に のみ 忙しく して 積極的に 肝要 

な 国政 を 怠れば 真面目な 国民 は 決して 喜ばな いで あろ 

うと 同様に、 学位 授与の 弊害の み を 誇大 視 して 徒ら 

に ジャ— ナ リズムの 好餌と していて は、 その 結果 は 



却って 我 邦 学術の 進 運 を 阻害す るよう な ことに 多少で 

もなる 恐れが あり はしない か。 この 点 を 深く 自ら 考慮 

しまた 識者の 教え を 乞いたい と 思う ので ある。 

, J の 問題 に関して は述 ぶべ き 事 は これに 尽きな い が 、 

与えられた 紙幅が 既に 尽きた から、 これで 擱筆 する 外 

はない。 執筆の 動機 はた だ 我 邦 学術の 健全なる 発達に 

対する 熱望の 外に は 何物 もない。 ただ 生来の 不文の た 

め に 我 学界に 礼 を 失する が， > J と き 点が ある かもしれ な 

ひと 

いが、 これに ついては 単え に 読者の 寛容 を 祈る 次第で 

ある。 

(昭和 九 年 四月 『改造』) 
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